
伊 藤 邦 彦 さん
（77 歳　西木町上荒井）

　
元
仙
北
市
議
会
議
員
。
平

成
5
年
、
西
木
村
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
、
令
和
4
年

ま
で
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
13
年
か
ら
平
成
17
年
ま

で
、
西
木
村
議
会
副
議
長
と

し
て
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て

職
務
を
遂
行
し
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

《
秋
の
叙
勲
》

菅 原 達 美 さん
（70 歳　角館町小勝田）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
正
監
。
昭
和
47

年
、
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
発
足
と
と

も
に
消
防
吏
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
以
来
、
同
組
合
消
防

長
と
し
て
平
成
26
年
３
月
に

退
職
す
る
ま
で
の
長
き
に
わ

た
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

《
秋
の
叙
勲
》

　

令
和
5
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は

次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
7
日
に
は
、
秋
田
県

庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
佐
竹
知
事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
※
年
齢
は
受
章
時
を
掲
載
）

秋
の
秋
の
叙
勲
叙
勲

阿 部 則 比 古 さん
（75 歳　西木町門屋）

　
元
仙
北
市
議
会
議
員
。
平

成
13
年
、
西
木
村
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
、
令
和
4
年

ま
で
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
2
年
か
ら
令
和
4
年
ま

で
、
市
民
福
祉
常
任
委
員
長

と
し
て
、
住
民
福
祉
の
向
上

な
ど
、
市
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

田 口 志 良 さん
（71 歳　田沢湖生保内）

　

元
仙
北
市
消
防
団
分
団

長
。
昭
和
49
年
田
沢
湖
町
消

防
団
に
入
団
。
平
成
28
年
か

ら
平
成
31
年
ま
で
分
団
長
と

し
て
活
躍
。
入
団
よ
り
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
防
火
・
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
災

害
活
動
は
も
と
よ
り
、
団
員

の
指
導
育
成
・
技
術
の
向
上

に
努
め
る
な
ど
、
消
防
団
の

発
展
に
貢
献
れ
ま
し
た
。

（
消
防
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

《
秋
の
叙
勲
》

《
秋
の
叙
勲
》

　

な
お
、
佐
々
木
茂
義
さ
ん
と
羽
根
川
専
治
さ
ん

は
、
12
月
に
伝
達
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
41
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
の
皆
さ
ま

も
次
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
10
月
20
日
、神
奈
川
県
大
和
市
と
仙
北
市
が「
災

害
時
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
大
和
市
か
ら
古
谷
田
力
市
長
、
中
丸
剛
仁
危

機
管
理
監
、
仙
北
市
か
ら
田
口
市
長
や
赤
上
副
市

長
の
ほ
か
関
係
職
員
が
出
席
。
災
害
時
に
食
料
や

飲
料
水
な
ど
生
活
必
需
品
の
供
給
、
応
急
復
旧
に

必
要
な
車
輌
な
ど
の
資
機
材
の
提
供
な
ど
が
明
記

さ
れ
た
協
定
書
に
両
市
長
が
署
名
し
、
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
和
市
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展

「
全
国
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
の
市
」
に
、
仙
北
市

が
参
加
し
て
い
た
繋
が
り
な
ど
が
縁
で
実
現
し
ま

し
た
。
広
範
囲
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
状
況
を
背
景
に
、
同
時
被
災
の
お
そ
れ

が
少
な
い
自

治
体
と
協
定

を
締
結
す
る

こ
と
で
、
応

急
対
策
な
ど

迅
速
に
受
け

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

神
奈
川
県
大
和
市
と

災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結

古
谷
田
大
和
市
長
（
左
）
と
田
口
市
長
。

　
10
月
21
日
に
仙
北
市
ふ
る
さ
と

サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
仙
北
市
出
身
の
方
や
仙
北
市
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
方
々
に
仙
北
市
ふ
る
さ
と

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興

を
図
る
た
め
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
以
降
、
令
和
2
年
度
は

中
止
、
令
和
3
年
度
は
書
面
開
催
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
仙
北
市
へ
の
定
住
促
進
、

観
光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
を
目
指
し
て

ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
を

開
催
し
ま
し
た

昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ

た
た
め
、
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
の

会
議
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
の
が
難

し
い
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
も
接
続
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

体
制
で
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
東
京
・
京
橋
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
ア
キ
タ
コ
ア
ベ
ー

ス
を
会
場
と
し
、
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
と
市
役
所
職
員
な
ど
合
わ
せ

て
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
仙
北
市
か
ら
、
7
月

の
豪
雨
で
の
災
害
報
告
や
角
館
祭

り
曳
山
運
行
、
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン

の
実
施
、
角
館
地
区
の
よ
ぶ
の
る

角
館
や
田
沢
地
区
の
た
ざ
わ
お
た

の
し
み
バ
ス
の
取
り
組
み
な
ど
の

近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
さ
ま
は
仙
北
市
の
近
況

に
興
味
を
持
た
れ
、
活
発
に
意
見

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
仙
北
市
ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
サ
ポ
ー

タ
ー
と
連
携
し
て
地
域
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
10
月
22
日
、
東
京
都
港
区
の

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

浜
松
町
館
5
階
展
示
室
で
、
あ

き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
は
秋
田
県
、
秋

田
労
働
局
な
ど
が
主
催
の
秋
田

へ
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
し
た
就
職
や

移
住
の
相
談
会
・
展
示
会
で
す
。

県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
や
市

町
村
の
移
住
担
当
者
が
Ａ
タ
ー

ン
希
望
者
の
相
談
に
お
応
え
す

る
た
め
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
か
ら
は
、
今
年
仙
北

市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
た
嘉
創
株
式
会
社
、
仙
北

首
都
圏
な
ど
か
ら
県
内
へ
の
転
職
・

移
住
促
進
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
指
し
て

あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン

フ
ェ
ア
に
出
展
し
ま
し
た
！

市
役
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
ブ
ー
ス
に
は
、
仙
北

市
出
身
の
方
、
仙
北
市
へ
の
移

住
を
検
討
し
て
い
る
方
、
友
人

が
仙
北
市
に
興
味
が
あ
る
方
な

ど
、
様
々
な
方
々
が
訪
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
観
光
情
報
を
求
め

て
ブ
ー
ス
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ

た
方
は
、
仙
北
市
の
伝
統
や
自

然
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
た
よ

う
で
し
た
。

　
今
回
の
出
展
が
移
住
者
増
加

に
直
結
す
る
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
と
し
て
は

引
き
続
き
、
移
住
先
と
し
て
の

市
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
10
月
26
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
で
令
和
5

年
度
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）

表
彰
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社
町
家

ホ
テ
ル
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
は
、
一
般
財
団

法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）

が
、
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
を
展
開
す
る

民
間
事
業
者
を
選
定
し
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
全
国
で
10
事
業
者
が
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
受
賞
し
た
佐
藤
永
代
表
取
締
役
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
よ
り
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

株
式
会
社

町
家
ホ
テ
ル
が
受
賞

ふ
る
さ
と
企
業
大
賞

会議の様子。

仙北市ブース。

会場の様子。
ふるさと企業大賞（総務大臣賞）を受賞した株式会社町家ホテ
ルの佐藤永代表取締役（写真中央）。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

表紙の写真から表紙の写真から 新そばまつり新そばまつり
この秋に収穫したそばで

　
11
月
4
日
、
仙
北
市
そ
ば
の
会
に
よ
る

新
そ
ば
ま
つ
り
＆
高
橋
キ
ヌ
子
社
中
＆
お

や
ま
ば
や
し
櫻
義
会
合
同
演
舞
会
が
、
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
そ
ば
ま
つ
り
当
日
は
、
会
員
4
人
が

そ
ば
粉
や
水
を
計
量
。
会
場
で
そ
ば
を
打

ち
、
打
ち
立
て
の
そ
ば
を
茹
で
、
冷
水
で

し
っ
か
り
と
し
め
、
こ
し
の
あ
る
で
き
た

て
の
そ
ば
に
冷
た
い
つ
ゆ
を
か
け
た
「
冷

や
が
け
」
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
を

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
新
そ
ば
の
香
り
高
く

豊
か
な
味
わ
い
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。

　
な
か
に
は
、
打
ち
立
て
の
生
そ
ば
を

買
っ
て
持
ち
帰
る
人
も
い
て
、
打
ち
手
の

4
人
は
休
む
間
も
な
く
、
そ
ば
を
打
ち
続

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仙
北
市
そ
ば
の
会
で
は
毎
月
第

3
土
曜
日
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
そ
ば

打
ち
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

休む間もなくそばを打ち続けています。

各種目 1 位〈敬称略〉▶ 1 年女子 60m 新記録  千葉寧々（生
保内ジュニア RC）▶同男子 60m 古郡海都（西明寺小）▶
2 年女子 80m 佐藤雪菜（角館陸上スポ少）▶同男子 80m 
新記録  田村新（桧木内ランナーズ）▶ 3 年女子 80m 荒川爽（ス
マイルジュニア）▶同男子 80m 鈴木一耀（西明寺小）▶ 4
年女子 100m 山口葵澄（神代 TFC）▶同男子 100m 佐藤琉
陽（同）▶ 5 年女子 100m 村岡理乃（角館陸上スポ少）▶同
男子 100m 佐藤来樹（西明寺小）▶ 6 年女子 100m 江橋杜
和（同）▶同男子 100m 伊藤泰斗（角館陸上スポ少）▶女子
200m 鈴木未来（桧木内ランナーズ）▶男子 200m 村上咲空

（桧木内ランナーズ）▶女子 800m 齋藤和（西明寺小）▶男
子 1000m 髙階颯貴（生保内ジュニア RC）▶女子 400mR 西
明寺小 ▶男子 400mR 同 ▶女子走高跳 山口葵澄（神代 TFC）
▶女子走幅跳 山本怜奈（角館陸上スポ少）▶男子走幅跳 伊
藤泰斗（同）▶女子ジャベリックボール投げ 本間にこ（神代
TFC）▶男子ジャベリックボール投げ 門脇祥真（西明寺小）

　10 月 22 日、県営陸上競技場（秋田市雄和）を
会場に、第 18 回仙北市小学生陸上競技大会が開催
されました。

仙北市小学生陸上競技大会

　走・跳・投で競い合う　

　
11
月
4
日
、
角
館
公
民
館
主
催
の
「
伝
統
芸
能
ミ
ニ
フ
ェ
ス

秋
の
陣
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
た
め
、
予
定
し
て

い
た
小
野
崎
家
の
書
院
か
ら
武
道
館
に
会
場
を
変
更
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
の
陣
に
は
、
角
館
お
や
ま
ば
や
し
櫻
義
会
が
出
演
し

「
寄
せ
囃
子
」
で
開

幕
す
る
と
、
軽
快

な
お
囃
子
を
聞
き

つ
け
た
観
光
客
の

皆
さ
ん
が
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
高
橋
キ
ヌ
子

社
中
の
秋
田
お
ば

こ
が
、
拳
囃
子
や

秋
田
音
頭
な
ど
の

手
踊
り
を
披
露
す

る
と
、
会
場
か
ら

は
盛
ん
に
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

観
光
で
訪
れ
た

お
客
さ
ん
は
「
も

う
少
し
見
た
い
け

ど
、
時
間
が
な
い
」

と
言
っ
て
、
足
早

に
会
場
か
ら
移
動

す
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

伝
統
芸
能
ミ
ニ
フ
ェ
ス秋の

陣
開
催

角
館
公
民
館
主
催

　11 月 5 日、第 16 回仙北市卓球大会が角館中学校体育館で
開催され、個人戦に 74 人、団体戦に 24 チームが出場しました。
当日の優勝者、優勝チームは次のとおりです。（敬称略）

第 16 回仙北市卓球大会　個人戦・団体戦で熱戦　

個人戦 ▶小学校低学年 小野冬馬（てくてく倶楽部）▶小学校高
学年 佐藤結斗（同）▶中学校男子 藤川煌（神代）▶中学校女子 
田中結愛（西明寺）▶一般女子 1 部 鈴木楓香（角館高校）▶一
般男子 1 部 伊藤媛音（角館高校）▶一般男子 2 部 木元一幸（エ
イブリック） 
団体戦 角館高校女子 A

　

10
月
20
日
、
田
沢
湖
図
書
館

を
会
場
に
「
物
語
る
テ
ー
ブ
ル

ラ
ン
ナ
ー
in
田
沢
湖
」関
連
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
「
湖
の
そ
ば
で
逢

い
ま
し
ょ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
物
語
る
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン

ナ
ー
」
を
企
画
し
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
鴻
池
朋
子
さ
ん
な
ど
の

お
話
を
聞
こ
う
と
、
図
書
館
に

は
60
人
以
上
の
人
が
集
ま
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
人
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
前
半
は
、
文
筆
家
の

大
竹
昭
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、

北
秋
田
市
で
の
「
物
語
る
テ
ー

ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー
」
の
始
ま
り
に

つ
い
て
、
鴻
池
さ
ん
、
手
芸
家

の
東
海
林
裕
子
さ
ん
、
映
像
制

作
の
長
谷
川
拓
郎
さ
ん
な
ど
が

語
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
司
会
を
鴻
池
さ
ん
に

交
代
し
、
大
竹
さ
ん
、
お
と
ぎ

話
文
化
研
究
者
の
村
井
ま
や
子

さ
ん
、
田
沢
湖
図
書
館
の
職
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。「
物
語
る

テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー
」
が
旅
し

「
物
語
る
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー

in
田
沢
湖
」
関
連
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

鴻
池
朋
子
さ
ん
・
大
竹
昭
子
さ
ん
な
ど
を
お
迎
え
し
て

た
先
々
で
「
ア
ー
ト
」「
手
芸
」「
物

語
」
と
様
々
に
受
け
止
め
ら
れ
、

見
る
人
自
身
か
ら
も
物
語
を
引
き

出
す
不
思
議
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
作
品
を
見
て
、

記
録
と
記
憶
の
違
い
に
つ
い
て
考

え
た
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
も
寄

せ
ら
れ
、
熱
気
あ
る
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　10 月 22 日、中川コミュニティセンター体育館で「第
1 回中川秋のスポーツ祭り」が開催され、地域住民など
約 80 人が参加しました。
　これは、中川地区住民および出身者などを対象に、健
康で明るい地域づくりと住民の親睦を深めることを目的
に、中川地区コミュニティ連絡協議会主催によるもので、
コロナ禍が明けてはじめての開催となりました。
　当日は、地区別に 6 チームに分かれて、バブルボール
相撲や綱引き、玉入れなどの種目で競い合いながら親睦
を深めていました。
　バブルボール相撲の種目は、バブルボールをかぶり 1
チーム 3 人の 6 人で相撲をとり、最後まで残った 1 人の

第 1 回中川秋のスポーツ祭り

　健康で明るい地域づくりと住民の親睦を深める　

チームが勝利とするルールで、1 回戦から決勝までのトー
ナメントで競い合いました。白熱した取り組みには、会
場から盛んに拍手が送られていました。

団体戦で優勝した角館高校女子 A チーム。

バブルボール相撲で熱戦を繰り広げました。

左
か
ら
、
司
会
の
大
竹
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
、

鴻
池
さ
ん
、
東
海
林
さ
ん
。
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
　
10
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、
さ
い
た
ま
市
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
令
和
5
年
度
第
63
回
郷
土
民
謡
民

舞
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
藤
原
ミ
サ
子
社
中
（
藤

原
舞
香
さ
ん
、
藤
原
那
美
さ
ん
、
村
上
彩
音
さ
ん
、

熊
谷
奈
々
子
さ
ん
、
髙
橋
心
晴
さ
ん
、
鈴
木
夢
夏
さ

ん
）
が
、民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に
『
秋
田
大
黒
舞
』

で
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
郷
土
民
謡
協

会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に

12
団
体
が
出
場
し
、
そ
の
う
ち
4
団
体
が
準
決
勝
に

進
出
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
決
勝
で
は
、
グ
ラ
ン
プ

リ
準
大
賞
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
10
月
30
日
に
は
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
を
訪
れ
、

赤
上
副
市
長
へ
出
場
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
報

告
に
訪
れ
た
秋
田
生
保
内
支
部
の
地
主
重
雄
代
表
は

「
大
賞
を
取
る
ま
で
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ニ
ア
編
二
部
に
出
場
し
た
近
藤
み
つ
子

さ
ん
が
、「
秋
田
お
ば
こ
節
」
を
披
露
し
入
賞
し
て

い
ま
す
。

藤
原
ミ
サ
子
社
中

グ
ラ
ン
プ
リ
準
大
賞

郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会

　
10
月
13
日
、
令
和
５
年
度
東
北
地
区

社
会
教
育
研
究
大
会
が
宮
城
県
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
、
社
会
教
育
委
員
の
藤
村

榮
一
さ
ん
が
、
東
北
地
区
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
村
さ
ん
は
、
仙
北
市
発
足
以
来
、

長
き
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、

地
域
の
社
会
活
動
や
仙
北
市
社
会
教
育

中
期
計
画
策
定
の
中
心
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
み
、
仙
北
市
の
社
会
教
育
の

振
興
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
地
区

社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

社
会
教
育
に
尽
力

　
令
和
5
年
度
秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
神

代
小
学
校
が
最
高
賞
と
な
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、
秋
田
県

の
代
表
と
し
て
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
23
日
に
は
、
市
役
所
西
木
庁
舎
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

同
校
の
児
童
を
代
表
し
環
境
委
員
会
委
員
長
の
清
水
瑛
太
さ

ん
と
運
営
委
員
会
委
員
長
の
羽
場
仁
子
さ
ん
が
出
席
し
、
県

教
育
委
員
会
南
教
育
事
務
所
仙
北
出
張
所
の
大
阪
所
長
か

ら
、
賞
状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
賞
状
を
受
け
取
っ
た
清
水
さ
ん
は
「
花
の
種
類
が
多
く
彩

り
あ
る
花
だ
ん
で
、
納
得
す
る
花
だ
ん
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
副
賞
を

受
け
取
っ
た
羽
場

さ
ん
は
「
縦
割
り

の
班
で
花
だ
ん
を

管
理
し
、
6
年
生

と
し
て
班
を
ま
と

め
る
こ
と
が
難
し

く
大
変
だ
っ
た
。

で
も
、
き
れ
い
な

花
が
咲
く
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
花
を

育
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し

た
。

神
代
小
学
校
が
県
知
事
賞
を
受
賞

秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
51
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工

芸
展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開

催
さ
れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢

研
吾
さ
ん
の
作
品
「
深
ち
ら
し
皮 

臼
型
茶
筒
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は

じ
め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工

芸
品
の
部
に
9
点
、
一
般
品
の
部

に
24
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
51
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

 

秋
田
県
知
事
賞  

深
ち
ら
し
皮 

臼
型
茶
筒
／
米
沢
研
吾

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

二
度
皮
香
合
／
米
沢
研
吾

 

仙
北
市
長
賞  

抹
茶
入
／
三
浦
勇

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞 

総
皮
茶
筒 

ひ
び
皮
／
藤
村
浩
美

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

茶
筒
／
三
浦
勇

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

芯
入
り
小
箱 

網
代
張
／
鈴
木
光
男

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

長
手
小
箱
／
千
葉
秀
喜

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

カ
ト
ラ
リ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  Surface

／
㈲
冨
岡
商
店

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

腕
時
計
／
㈱
八
柳

 

田
口
鉄
蔵
賞  

双
口
シ
リ
ー
ズ 

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
／
荒
川
慶
太
郎

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

か
ん
ざ
し
／
㈱
八
柳

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

総
皮
茶
筒 

ひ
び
皮 

帯
付 

裾
暈
し
／
藤
村
浩
美

 

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

芯
入
り
小
箱 

風
景
大
波
／
鈴
木
光
男

 

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

八
角
小
箱
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

ペ
ン
ダ
ン
ト
／
角
館
工
芸
協
同
組
合

　
10
月
14
日
、
令
和
5
年
度
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
秋
田
県
予
選
会
が
大
館
市
高
館
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
女
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し
た

江
橋
楓
さ
ん（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア・西
明
寺
小
4
年
）・

小
原
妃
生
さ
ん
（
大
曲
ジ
ュ
ニ
ア
・
大
川
西
根
小
4

年
）
ペ
ア
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し
た
武
藤

小
太
郎
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
神
代
小
4
年
）・

伊
藤
篤
希
さ
ん
（
南
外
神
岡
ジ
ュ
ニ
ア
・
南
外
小
4

年
）
ペ
ア
が
第
3
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
2
ペ
ア
は
秋
田
県
の
代
表
と
し
て
、

令
和
6
年
3
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
千
葉
県
白
子

町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
第
23
回
全
国
小
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら

全
国
大
会
へ

令
和
5
年
度
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
秋
田
県
予
選
会

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

10
月
28
日
、
角
館
漁
業
協
同
組

合
の
若
手
組
合
員
に
よ
る
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
「P.M

.C 
KAKU

N
O

D
ATE

」（
加
藤
侯
信
会
長
）

が
、
古
城
橋
か
ら
横
町
橋
に
か
け
て
、

桧
木
内
川
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
加
藤
会
長
は
「
今
年
は
大
雨
の
影
響

が
あ
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
、

釣
り
を
楽
し
ん
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

は
我
々
だ
け
で
は
な
く
皆
で
自
然
を
大

事
に
し
、
未
来
の
ア
ン
グ
ラ
ー
に
つ
な

ぐ
こ
と
が
重
要
で
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
も

そ
の
一
躍
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
実
施

自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
に

　
現
在
、
全
国
的
に
児
童
虐
待
に
関
す
る

相
談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
子
ど
も

の
生
命
が
奪
わ
れ
る
重
大
な
事
件
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
11
月
の
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
に
合
わ
せ
、
11
月
２
日
、
タ
カ
ヤ

ナ
ギ
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店
で
、
児
童
虐
待

防
止
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
里
親
制
度
普

及
啓
発
活
動
を
合
同
で
開
催
し
、
里
親
支

援
専
門
相
談
員
と
市
職
員
が
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。
心
配
な
子
ど
も
を
見
か
け

た
際
に
は
、
見
過
ご
さ
ず
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
１
８
９
番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す

社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
る

オレンジリボンには、子ども
虐待防止するというメッセー
ジが込められています。

ルアーフィッシングクラブ
「P.M.C KAKUNODATE」の皆さん。

全国大会決勝でグランプリ準大賞。

左から、小原妃生さん、江橋楓さん、伊藤篤希さん、
武藤小太郎さん。

賞
状
を
受
け
取
っ
た
清
水
瑛
太
さ
ん（
中
央
）と
、

副
賞
を
受
け
取
っ
た
羽
場
仁
子
さ
ん
（
左
か
ら

2
人
目
）。

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
藤
村
榮
一
さ
ん
。

表彰される米沢研吾さん。（写真右）
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　
10
月
28
日
、
29
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
と
市
役

所
角
館
庁
舎
第
一
駐
車
場
を
会
場
に

「
第
16
回
仙
北
市
産
業
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

開
幕
し
た
会
場
で
は
、
こ
の
秋
に
収

穫
さ
れ
た
仙
北
市
産
新
米
「
サ
キ
ホ

コ
レ
」
や
西
明
寺
栗
の
焼
き
栗
、
野

菜
、
く
だ
も
の
な
ど
が
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
市
議
会
議
員
有
志
に
よ
る
餅

つ
き
の
実
演
販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
出
店
す
る
な
ど
、
会
場
は
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
角
館
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
米
を
育
て
て

海
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」の
取
り
組
み
で
、

第
16
回仙北

市
産
業
祭

実
り
の
秋

幸
福
を
と
も
に
楽
し
も
う

田
植
え
か
ら
収
穫
作
業
を
体
験
し
て

収
穫
し
た
お
米
を
生
徒
自
ら
販
売
し

た
ほ
か
、
西
明
寺
小
学
校
児
童
に
よ

る
長
ネ
ギ
の
即
売
が
行
わ
れ
、
会
場

を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
両
手
に
持
ち

き
れ
な
い
ほ
ど
の
品
物
を
買
っ
て
い

ま
し
た
。

　
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的

ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
角
館
こ
ど

も
園
の
園
児
、
角
館
高
校
飾
山
囃
子

部
、
創
作
和
太
鼓
桂
組
に
よ
る
お
楽

し
み
企
画
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
29
日
に
は
、屋
外
特
設
会
場
で「
仙

北
市
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」が
行
わ
れ
、

交
通
安
全
啓
発
の
た
め
パ
ト
カ
ー
な

ど
の
車
両
展
示
や
乗
車
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

10
月
8
日
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
周
辺
で

「
２
０
２
３
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
イ
ク
＆
フ
ラ
イ
in

田
沢
湖
」
が
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
登
り
と
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
指
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

を
徒
歩
ま
た
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
で
通
過

し
、ゴ
ー
ル
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　
当
日
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

ク
ラ
ス
に
全
国
か
ら
21
人
が
出
場
。
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
装
備
を
背
負
っ
た
選
手
は
、
た
ざ
わ

湖
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゲ
レ

ン
デ
中
腹
ま
で
駆
け
上
が
る
と
、
そ
こ
か
ら
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
し
て
サ
ボ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
に
着
地
。
再
度
、
黒
森
ゲ
レ
ン
デ
ま
で

駆
け
上
が
り
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
し
て
グ

ラ
ン
ド
に
着
地
し
、
ス
タ
ー
ト
地
点
と
同
じ
く

す
る
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
イ
ク
＆

フ
ラ
イ
in
田
沢
湖

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
新
た
な
競
技

　
11
月
4
日
と
5
日
の
2
日
間
、
思
い
出
の

潟
分
校
で
、
た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市
特
別
企

画
「
ゆ
る
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
ク
ラ
フ
ト
作
家
に
よ
る
作
品
や

私
物
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
古
道
具
、
レ

ト
ロ
雑
貨
、
古
本
の
ほ
か
、
お
菓
子
、
軽
食

な
ど
の
飲
食
店
も
含
め
30
店
ほ
ど
が
出
店
し

ま
し
た
。
た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市
で
は
見
ら

れ
な
い
な
つ
か
し
い
絵
本
な
ど
の
品
々
を
手

に
取
っ
て「
な
つ
か
し
い
」と
い
い
な
が
ら
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
外
か
ら
今
回
は
じ
め
て
出
店
し

た
人
は
「
レ
ト
ロ
な
潟
分
校
と
、
こ
こ
を
訪

れ
る
人
が
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

特
別
企
画

ゆ
る
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市

　
11
月
12
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
市
民
会
館
自

主
事
業
「
仙
北
市
音
楽
交
流
会 
音
の
泉
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会
し

音
楽
を
通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
当
日
は
、ス
ウ
ィ
ン
グ
チ
ェ
リ
ー
ズ
の
ほ
か
、

生
保
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
角
館
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
部
ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
西
明
寺
小

学
校
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
部
、
神
代
小
学
校
器
楽

部
、
生
保
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
が
出
演
し

ま
し
た
。

仙
北
市
音
楽
交
流
会音の

泉

市
民
会
館
自
主
事
業

　
10
月
14
日
と
15
日
の
2
日
間
、
落
合
運
動

公
園
や
桜
並
木
を
会
場
に
、「
秋
彩
こ
み
ち

in
か
く
の
だ
て
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
ク
ラ

フ
ト
市
で
、
今
回
で
5
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
会
場
に
は
、
ガ
ラ
ス
や
陶
磁
、
木
工
、

布
物
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
や
飲
食
店
な
ど

約
90
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
県
内
外
の
作

り
手
が
秋
の
角
館
に
集
結
し
ま
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
お
気
に
入
り
の
品

物
を
手
に
取
っ
て
、
作
り
手
と
の
会
話
を
楽

し
む
な
ど
、
秋
晴
れ
の
も
と
楽
し
そ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

秋
彩
こ
み
ち

in
か
く
の
だ
て

作
家
が
角
館
に
集
結

仙北市文化祭が、角館・田沢湖・西木の各地区で
開催されました。仙北市文化祭　日頃の活動成果を発表　

【角館地区文化祭】
　10 月 14 日と 15 日の 2 日間、角館交流センターで
開催されました。会場には、公民大学や各種サークルな
どの力作が展示されたほか、芸術文化協会員によるス
テージ発表が行われました。

【田沢湖地区文化祭】
　10 月 21 日と 22 日の 2 日間、田沢湖総合開発セン
ターで 4 年ぶりに開催されました。会場には、各種サー
クルなどの力作が展示されたほか、呈茶や朝採り野菜、
おやきなどが販売されました。

【西木地区文化祭】
　11 月 3 日、西木総合開発センターで 4 年ぶりに開催
されました。会場には、各種サークルなどの力作が展
示されたほか、公民館を利用している団体などのステー
ジ発表が行われました。

　11 月 3 日、西木地区文化祭の開会に先立ち、炊き
出し用調理器具の贈呈式が行われ、仙北市地域婦人連
絡協議会の荒木和子会
長から須田教育長に目
録が手渡されました。
　寄贈いただいたのは、
炊き出し用の炊飯器と
寸 胴 鍋、 ガ ス コ ン ロ、
調理台のセット一式で、
今後公民館の防災教室
などで有効に活用させ
ていただきます。

善意ありがとうございます

関係者によるテープカットで産業祭が開幕しました。

会場は農産物などを買い求める人で賑わいました。

秋晴れのもと、たくさんの人で賑わいました。

思い出の潟分校にレトロな雑貨が並べられました。

最後は、出演者全員がステージで「はずむ心のマーチ」を演奏しました。

サ
ボ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
に
着
地
す
る
様
子
。
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